
『憲法演習サブノート 210 問』補遺 

 

 本書を責了にした 2021 年 6 月 10 日から刊行までの間に、本書に関わる 2 件の判例が出

ました。以下、その 2 件の判例について追記します。     （令和 3 年 7 月 弘文堂） 

 

 

●項目 40「夫婦同氏制」（79~80 頁） 

この後最高裁は、夫婦同氏制度について、令和 3 年 6 月 23 日大法廷決定で、平成 27 年

判決（❶判決）を引用しながら、「民法 750 条の規定が憲法 24 条に違反するものでないこ

とは，当裁判所の判例とするところであ」ると合憲の判断を示した。そして、「夫婦が称す

る氏を婚姻届の必要的記載事項と定めた戸籍法 74 条１号の規定もまた憲法 24 条に違反す

るものでない」と述べた。 

 

●項目 83「出演者不祥事による助成金不交付と表現の自由」（165~166 頁） 

 令和 3 年 6 月 21 日東京地裁で、参考事例❶（「宮本から君へ」事件）について判決が出

た。内容は、被告（日本芸術文化振興会）の助成金不交付決定が裁量を逸脱した違法な処分

であるため、この決定を取り消すという、原告勝訴の判決だった。 


